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ソ ン グ 「我らの生業」 

ゲスト：佐藤 哲郎様 

Ｒ財団グローバル補助金奨学候補生 

ビジター：茂木 聡 様（本庄）  

地区ロータリー財団統轄委員長 

     福山 健朗様（川越小江戸） 

地区奨学学友・平和フェロー委員長 

     宮原 俊介様（志木） 

地区奨学学友・平和フェロー委員 

 

本日の多くの皆様にご参集頂き心より感謝申し

上げます。 

また、本日は先ほどご紹介させて頂きましたが、 

国際ロータリー第２５７０地区Ｒ財団統括委員長 

会長の時間 会長 小泉 哲也 

茂木聡様を始め、福山様、宮原様、ようこそ新座

ロータリークラブにお越し頂きました。 

この後、当ベルセゾンにおいて委員会を開催され

るとお聞きしておりますが、わたくしの年度で初

めてお客様がお越し頂く回となりますので至らぬ

点など多々あろうかとは思いますが、時間の許す

限りお付き合い頂きご指導賜れればと思います。 

また、ゲストとしてお越しの国際ロータリー第

２５７０地区Ｒ財団グローバル補助金奨学候補生

の佐藤様におかれましては、本日自己紹介として

お話頂くことになりますが、改めて１１月の月間

において卓話という形でお願いさせて頂きたいと

思いますのでその節も宜しくお願いいたします。 

さて、来月１日はガバナー補佐訪問、８日はガ

バナー公式訪問ということでご案内させて頂いて

おりましたが、昨日ガバナー補佐からご連絡頂き

結論から申し上げますと８日のガバナー公式訪問

は、ガバナーの体調不良による手術などの関係で

１１月３日の地区大会以降に延期となりました。

相原ガバナーからは、地区大会には必ず出席した

いとの想いで手術などのスケジュールを組まれて

いるとの案内が勝瀬ガバナーにあったそうです。

延期になった件ご承知おき頂くと共に、８日に関

しては公式訪問に向けてのクラブ協議会に振り替

えたいと思います。 

 また、地区大会に関しましては開催について二 



 

転三転している模様で、前回の例会時には先日の

会長幹事会でご案内頂いた通り「１５００人収容

できるウエスタ川越で約２００名での出席のもと

開催となりました」とお話させて頂きましたが、

改めて先日頂いたご案内では、新型コロナウィル

ス感染拡大防止策を万全に行い、午後の記念講演

については事前登録をして頂ければ人数制限かな

しになったとのことでした。 

 今から回覧を回させて頂きますが、記念講演参

加をご希望の方がいらっしゃいましたらお名前を

ご記入いただければと思いますので何卒宜しくお

願い申し上げます。 

 重ね重ねにはなりますが、佐藤様におかれまし

ては自己紹介を含めたお話をよろしくお願い申し

上げます。それでは本日も最後までよろしくお願

い申し上げます。 

 

１、地区事務所より４件受信 

１) 「地区大会」関連資料及び地区大会基本方 

  針について 

 ・地区大会開催のご案内 

日時：１１月３日（火・祝） 受付：１２時  

場所：ウェスタ川越大ホール 

講演：講演者 三浦雄一郎氏（登山家） 

・地区大会パンフレット 

・地区内物故会員名簿 

・在籍50年超の正会員、満90歳以上の正会員 

・30年以上100%出席の正会員 

・2020-21年度地区大会登録申込書 

 ★参加希望者は申込書のお名前をお書き下さい 

 ２）第１回Ｒ財団セミナーの案内 

日時：１０月１７日（土）点鐘：１３時半～１６時半  

場所：国立女性教育会館 研修棟１１０号室 

幹事報告 幹事 神谷 億文  

 

 ３）第７回日台ロータリー親善会議福岡大会開 

   催中止の報告 

４）ハイライトよねやま２４６号 

１、ガバナー体調不良による公式訪問延期の案内 

  １０月８日（木）の公式訪問は地区大会以降 

１、第２グループ第２回会長幹事会議事録及び収 

  支報告書 

１、例会の案内（志木・富士見）各ロータリーク 

  ラブより拝受 

１、西那須野ロータリークラブより会報拝受 

 地区ロータリー財団統轄委員長 茂木 聡様 

 グローバル補助金奨学候補生・佐藤哲郎さんの

スポンサークラブをお引き受け頂きありがとうご

ざいます。一年間宜しくお願い致します。 

ご挨拶 

 

ロータリー財団グローバル補助金奨学候補生の

佐藤哲郎君をお連れ致しました。今年度も、陣野

壮太郎さんにカウンセラーとして、新座ロータ

リークラブ様にスポンサークラブとして、お引き

受け頂き感謝申し上げます。一年間宜しくお願い

致します。 

佐藤哲郎さんを紹介する福山健朗様 

ご紹介 



自己紹介 

 

 初めまして。２５７０地区グローバル補助金奨

学候補生の佐藤哲郎と申します。 

今回は貴重な機会をいただき、誠に感謝申し上げ

ます。簡単に自己紹介をさせていただきます。 

私は長野生まれ静岡育ちですが、父が加須市

（旧北川辺町）出身というご縁があり、２５７０

地区に応募させていただきました。 

静岡県立沼津東高等学校理数科に入学し、高校２

年生の時に「校庭の土から新種の抗菌性放線菌を

見つける」と題し、工業高等専門学校や工業支援

センターと一年間共同研究し、静岡県高等学校科

学技術コンクール最優秀賞を受賞したことを契機

に細菌やウイルスに興味を持ち、藤田医科大学医

療科学部臨床検査学科に入学しました。 

 大学を卒業後は感染症と社会との繋がりに興味

を持ち、現職に至るまでにＪＩＣＡ青年海外協力

隊派遣、大学の公衆衛生学教室や東京都の衛生研

究所に勤務してまいりました。 

・国際協力機構（JICA）青年海外協力隊 感染症    

 エイズ対策 中米ホンジュラス共和国 派遣 

・名古屋大学大学院医学系研究科 

 国際保健医療学・公衆衛生学教室 研究補助員 

・東京都福祉保健局 健康安全研究センター 

 微生物部ウイルス研究科 エイズ・インフルエ 

 ンザ研究室 

・国立感染症研究所 感染症実地疫学専門家養成 

 コース 

 ここで、ロータリー財団の理念と最も親和性が

高いと思われるＪＩＣＡ青年海外協力隊でのお話

をさせていただきます。 

 私の派遣されたホンジュラスは太平洋とカリブ

海に面しております。私の住んでいたチョルテカ 

 
親睦活動委員会    委員 神谷 浩一     

茂木  聡 様（本庄）グローバル補助金奨学候補

生・佐藤哲郎さんのスポンサークラブをお引き受

け頂きありがとうございます。一年間宜しくお願

い致します。 

福山 健朗様（川越小江戸）この度はスポンサー

クラブをお引き受け頂きありがとうございます。 

佐藤哲郎君を宜しくお願い致します。 

宮原 俊介様（志木）本日、財団候補学生の佐藤

さんの卓話を拝聴しに参りました。貴クラブの陣

野さんにはいつもお世話になっております。本日

は宜しくお願い致します。 

小泉 哲也会員 茂木様、福山様、宮原様ようこ

そ新座ロータリークラブにお越し頂きました。 

Ｒ財団グローバル補助金奨学候補生佐藤様本日宜

しくお願い申し上げます。 

神谷 億文会員 地区Ｒ財団委員会の茂木 聡

様、福山健朗様、宮原俊介様、Ｒ財団補助金候補

生佐藤哲郎様ようこそ新座ロータリークラブへ！ 

森田 輝雄会員 本日は２５７０地区ロータリー

財団統轄委員長茂木様ようこそ新座ロータリーク

ラブへ！十分お楽しみ下さい。 

陣野壮太郎会員 佐藤さんようこそ。大志を叶え

られるよう新座ロータリークラブそして、カウン

セラーとして精一杯支援させて頂きます。 

神谷  稔 会員・岡野 元昭会員・宮川 勝平会員

岡本比呂志会員・増渕 和夫会員・萩原  勇  会員 

神谷 浩一会員・龍山 利道会員・石原 勇介会員

森   克巳会員・髙𣘺 遼太会員 

『茂木 聡様、福山健朗様、宮原俊介様、佐藤哲

郎様ようこそ新座ロータリークラブにお越し頂き

ました。佐藤さん、本日は宜しくお願い申し上げ

ます』 

スマイル報告 

グローバル補助金奨学候補生   佐藤哲郎様 



新座ロータリークラブ事務局  

〒352-0001 新座市東北2-25-11-406 

   電 話   ０４８ (４７３)７０４１ 

   ＦＡＸ   ０４８ (４７３)９２２１ 

 Ｅメール niiza.rc@dance.ocn.ne.jp 国際ロータリー第２５７０地区 新座ロータリークラブ 

http://www.niiza-rc.jp 

１日（木） 通常例会 「ガバナー補佐訪問」 ６階 Fuyo 

８日（木） 通常例会 「クラブ協議会」  

 

・設備、語学面でも調査を実施できる状態だった 

・外部からの協力も得られる体制が整った 

 ①紙幣に含まれる病原性かつ薬剤耐性菌の探索 

 ②飲料や生活用水に関する水系微生物の検討 

 ➂飲食店などへの食品衛生調査 

 派遣から1年ほど経過し、普段生活している環

境の衛生状況に興味を持ち、設備、語学や外部か

らの協力体制面でも調査を実施できる状態にあっ

たため、私が現地で調査できる内容としてこれら

の調査を行いました。結果の一部を紹介します。 

飲食店などへの食品衛生調査では、肉屋のまな板

やショッピングモールのテーブル等、計25か所か

らサンプリングをし、サルモネラ菌、大腸菌、黄

色ブドウ球菌を検出できる簡易ふきとり型培地試

薬を用いて現地で培養及び鑑別まで行いました。 

結果、陽性率は高くはありませんが、サルモネラ

属菌は肉屋や飲食店のまな板などから、大腸菌に

至っては路上のマンゴー売りが使用していた包丁

からも検出されました。 

 成果：以上の結果を活動報告と共に青年海外協

力隊活動に関する中間発表会と最終報告会で報告

したことで、チョルテカ県保健事務所長への提言

だけに止まらず、在ホンジュラス日本国大使館の

書記官から、本報告を今後の援助方針を検討する

際の参考にするといった好意的な意見も得ること

ができました。 

 今後の展望としましては、大学院修了後に米国

CDCが資金拠出、WHO及びUNICEFが運営、厚労省が

後援するSTOP（Stop Transmission of Polio）

プログラムで学びを実践し、外務省主催のジュニ

ア・プロフェッショナル・オフィサー（JPO）派

遣制度で国際機関での勤務を経験しようと考えて

おります。そして最終的には感染症対策専門家と

して世界平和に貢献することが私の目標です。 

                （一部抜粋） 

 県は南部にあり、エルサルバドルとニカラグア国

境の人口約５０万人の第３の都市です。言語はス

ペイン語で、９４％がキリスト教のカトリックで

す。主に熱帯ですので、ジカ熱、デング熱といっ

た蚊が媒介する感染性疾患が多くみられます。 

職種 感染症・エイズ対策 

要請内容 思春期クリニックの活動サポート 

期間 2016年7月～2018年7月 

場所 ホンジュラス共和国 チョルテカ県 

 感染症・エイズ対策隊員として、保健省管轄の

思春期クリニックに２０１６年７月から２年間派

遣されました。 

 大別すると①性教育 ②健康教育 ③フィールド

調査３つの活動を行いました。 

①性教育 

 まずはメインの活動である性教育です。日本で

も性教育の経験がありましたので、コンドームの

着ぐるみを日本から持参し、ホンジュラスでも同

様の活動を行いました。チョルテカ県内の小、

中、高、大学の生徒や先生、保健所の医療従事者

に対して、主に性感染症やコンドームの着け方を

教える出張授業を行いました。 

 日本のNGOが外務省の資金協力制度を利用し、

中高生リーダーに知識を与え、彼らに性教育をし

てもらうというピアエデュケーションを実施して

おりましたので、配属先との連携を図り、人的交

流や啓発資料の共有を促しました。 

②健康教育 

 ２０１６年度におけるチョルテカ県の死因の疾

患別割合を示しています。見てわかりますように

死因の４割以上は心疾患であり、生活習慣病を含

む非感染性疾患と感染性疾患が共存している疾病

の二重負荷の状態が見られました。私は感染症対

策として派遣されましたが、非感染性疾患にも着

目し、健康教育を行いました 

③フィールド調査 

背景 

・普段生活している環境の衛生状況に興味を持つ 


